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適期表記号説明

満 覆わ
れる光景を見ることができます。

などを切
り口につけて、植え付け後の腐敗を予防します。

種イモの位置を変えます。処理中は昼間の温度を
20℃以上に上げないように注意しましょう。

種イモを選別できる。

[植え付けのポイント]
冷涼な気候を好むため、春作では晩霜害の恐れがない限り、できるだけ
早く植えます。浅植えの方が地温上昇の影響が大きく出芽も早いです
が、乾燥畑では逆効果となります。一方深すぎると出芽の遅延を招きま
す。
覆土は5～6㎝で、覆土後のうねは少し盛り上がる程度に、マルチ栽培
では8～10㎝（土寄せができないため、厚く覆土して高うねにする）。
約30㎝までの幅にイモの着生分布を示すので25㎝以下の密植にす
ると、多収になっても小粒化して歩どまりが下がり、種イモの使用量も
増えます。また、35㎝以上の粗植では極大粒イモ、変形イモ、中心空洞、
でん粉価の低下などが多くなります。
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に

黄変期から茎葉に蓄積されていたデン
プンが糖になってイモへ転流され、再び
デンプンに変えられて肥大します

出

播

の生理障害、緑化イモ、収穫作業時の傷を減らし、歩どまりを高めます。
らし、倒伏を少なくします。また、内部

く、少なくともイモが
できる10㎝以上の高
さまで土をかぶせ、山
と谷の差が20～25
㎝程度になるようにし
　　　　　　ます。

［土寄せ（培土）］芽かき後の土寄せは出芽後20日ぐらいで、肥大が開始
し始めた株が大半になった時期に行います。この時期を逸するとストロ
ン（ほふく枝）を傷つけ、茎葉を損傷して軟腐病や疫病を伝播させる恐れ
があります。土寄せすると根圏が拡大し、雑草を減らし、倒伏を少なくし
ます。また、内部の生理障害、緑化イモ、収穫作業時の傷を減らし、歩ど
まりを高めます。
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